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類
型
を
考
え
た
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2

な
わ
ち
川
寺
院
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ア
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1
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に
よ
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て
行
左
わ
れ
る
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石
山
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山
科
在
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出
有
力
土
豪
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大
名
の
申
甘
進
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け
徒
化
に
よ
る
も
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今
井
・
域
総
左
ど
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開
門
徒
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団
に
よ
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由
民
仰
な
ら
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に
一
定
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域
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占
拠

(
貝
塚
・
富
田
林
左
ど
)
で
あ
る
c

と
く
に
第
3
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郷
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ニ
一
一
口
う
・
へ
き
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階
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し
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を
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に
字
、
証
し
刻
。
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か
ら
末
叙
迄
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一様
J
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常
に
豪
族
毘
敷
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濠
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落
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面
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だ
え
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r
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あ
円
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た
だ
し
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、
寺
内
町
J
M
d

取
り
£

げ
る
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が
主
阪
で
な
〈
、

畿
内
に
む
い
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商
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下
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時
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設
し
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持
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っ
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た
G

中
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子
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内
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司
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れ
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述
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近
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↓
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し
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わ
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を
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さ
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町
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中
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仲
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町
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持

町
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著
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あ
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、
百
数
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年
の
支
援
の
中
で
ち
稼
在
性
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と
わ
均
一
役
一
を
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ゃ
ん

こ
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が
明
き
ら
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い
る
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れ
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。
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え
↓
主

事
は
ほ
、
台
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れ
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友
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献
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縮
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後
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し
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に
先
行
し
介
豪
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、
内
~
叫
が
、

い
つ
一
建
設
さ
れ
た
か
、

買
え
二
J
J
R
H
f
】
に
従
っ
て
‘
芯
べ
る
じ
一
三
訟
の
伝
序
は
、

ト〕
Z
P
こ
レ
ム
ハ
F

一向阿
J

ァ、、

j
i
J
1
u
u
-
d
t
H
γ
1
 

一円

T
，L
」
f
ι
，
へ
る
。

~
北
陸
に
斗
一
ブ
¥
叩
俊
一
一
尽
き
れ
一
人
一
マ
円
一
L
J
J
b
d
E
d
を
し
、

ヨ
¥
ブ
一
(
/
む
、

ず
新
し
い
宇
一
円
F
d
J
a
r
任
幹
九
…
に
を
ふ
一
い
に

ヘ
、
山
辺
国
之
荻
¥

十国寸川リキJ

品
目
町
内

f
↑
E
，ヘ

"-
士コF

B ・
ームパ

ーJ -

品、

.lC2 
い

てよ.
" 
古
d 

t1 

丈
阿
川
七

(
一
四
七
五
)
年

E
C
に
じ
た
淳
一
郎
、
も
こ
の

ヘ
一
一
二
九
一
二
年
芯

ε寺
一
ユ
代
鋭
部

C
来
住
に
よ

同
作
目

た
で
ホ
e
f
v
h
ち
」
行
士

7
一
~
。
佐
々
成
民
に
よ
円
て
え
火
に
ふ
う
き
で
一
一
(
」

7
 

4
I
円
一
位
J
M
い
へ
九
反
し
て
~
叫
ん
1
%

引
は
二
一
二
sλ
い
で
口
仁
川
ち
し
わ
と
伝
え
る
一
L

叫
に
っ
て
現
在
み

と一一一一円九二、

己
ム
ワ
バ
氏
一
旧
作
、
に
一
均
九
位
さ
れ
た
4
-
の
で
あ
一
つ
う
。

出
震
の
お
泉
寺
町
リ

円。

三
方
向
の
道
路
に
よ
っ
て
町
が
停
び
て
い

ιc
正
面
の
八
日
町
の

λ

一
直
線
状
に
二

0
0
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
が
、
様
、
町
も
発
達
し
て
い
な
い
む

計一

4
り一

ハ
起
白
山
功
、
民
〉

地
方
高
親
族
荒
木
氏
の
居
住
地
で
あ
っ
た
が

城
下
の
規
終

大
す
一
心
た
わ
、
工
八
一
止
元
(
一
五
七
三
)
年
福
光
に
あ
っ
+
一
警
徳
寺
を
招
請

Q
d
 

技
巧
に
移
転
し
、
寺
内
町
と
し
た
と
伝
え
-
d
u
井
波
と
同
様
成
政
ふ
お

し
て
、

キ
ー
」
十
時
ち
段
丘
一
辺
ょ
に
あ
れ
て
、
池
山
恥
山
与
を
利
用
し
て
円
安
警
の
た
と
し
て
い
る
じ
近

生
中
間
山
絵
巴
に
よ
れ
ば
、
銭
線
の
一
定
盟
主
で
ヤ
L

丈
し
て
い
る
が
、
霊
{
一
一
行
寺
の

向日い
L
H
K
万
点
げ
の
伊
山
J
g
E
d
げ
が
一
認
む
r
円
れ
る
。

H
U
H
-

、

日
a

技
指
針
町
へ
集
金
し
た
町
人
の
{
定
住
期
を
お
る

一
五
八
三
年
迄
に
六
五
事
・
か
烹
包
し
、
名
ニ
れ
)
年
間
仁
一
一
一
f
l

F
ふ
か
づ
っ
増
加
し
、
一
六
四
五
年
以
一
段
急
増
し
て
い
る
。
慶
長
九
二
六
ヘ
ソ
囚
)

平
に
下
町
へ
新
し
ぐ
市
が
す
一
て
ら
れ
、
次
第
に
大
工
町
・
再
昨
今
町
へ
と
怠
大
し
て
、

何
川

U

長
も
古
い
と
~
U
J
が
次
第
に
衰
微
し
て
い
る
o
p
e
あ
わ
か
ら
4
1
上
町
・
下
町
J
J
J
R阪

--E 

王
様
六
年
わ
文
書
に
よ
っ
て
、

こ
と
が
で
岳
、
一
品
。

れ
い
に
計
一
色
さ
れ
、

近
叫
山
初
期
以
降
下
構
町
以
率
一
ヘ
一
一
叫
が
拡
大
し
て
一
行
ヲ
だ
と
白
山

万五告で(都市計面白による)

わ
れ

Lvo

へ
持
一
中
古
p
h
J
V

建
匂
が
ふ
一
口
時
に
在
住
し
六
時
期
に

越
山
田
市
問
跨
に
真
{
一
ポ

J

一
一

d

;

1

;

:

-

3

土

÷
J
r
円
ン
ル
去
二
台
ー
さ
れ
た
《

の
ち
に
同
辺
の
安
泰
寺
村
へ
移
転
さ
れ
、
一
大
正
一
二
年

に
μ川

U
h
t
d
立
以
の
了
鮫
の
も
と
仁
川
み
妓
ヘ
の
一
叫
伝
記
い
~
一
む
き
れ
.

れ
む

u

hμ
け
抽

出
場
が
栄
JF巴
人
一
心

終
第
一
寺
J
A
'

復
航

n
H
W
H

一亡、

手
ぺ

4
4
‘

勝
説
、
今
日
い
J
J
d
F
K

、
七
十
円
一
ロ
ヤ
外
生
昨
日
4

を
認
め
ム
れ

正
一
匹
へ
の
匁
冶
一
一
夕
、

門
前
町
と
し
て
亙
総

の
出
帆
し
た
け
~
訴
で
問
い
J
E
れ
て
い
る
.
か
、

山
v
h
に
い
川
び
一
む
の
人
ア
、

間
一
伎
の
(
Z
J
ト
一
与
を
合
ん
ど
一
去
内
針
。
筏
伎
は
認
め
ん
れ
士

主主 1[2]
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一
聖
臼
よ
れ
十
ノ
逃
れ
た
蓮
如
J
f
H
た
定
F

一
布
教
の
拠
点
と
し
て
英
一
び

E 

j
F
↑
4
r
y
一
門
町
ト
」
t
ご
守
一
三
ん
二
二
し

4
1
5
P
R
4
会
μ

ご
y
畠
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低
い
圧
降
、
の
上
に
本
願
寺
を
築
き
、

そ
の

震
に
冬
一
家
安
…
と
呼
ば
れ
る
僧
侶
・
門
徒
。

家
屋
一
か
百

1
二
一
口
]
百
余
h
リ
盛
明
察
さ
れ
た
仁

そ
し
て
南
北
に
通
じ
る
馬
場
寸
八
路
を
き
打
、

てそ
いの
るGZ:号
ミシ 信士三
〉排斥g

寸→〆、
Fq 
;r-

建
ーグ
L 

て

ず台
r_ 
事と

11需
/~ 

山手4本伝令違犠mi冗毘(井口による)

御
坊

i
多
屋
の
立
体
的
配
置
は

当
E主

の
戦
国
十
八
名
の
城
郭
根
小
屋
集
落
か
ら

樺
閣
成
さ
れ
る
初
娯
城
下
町
と
の
一
お
似
キ
一
一
ホ

し
て
い
る
。
古
簡
は
蓮
如
退
去
伝
馬
び
農

そ
と
に
は
念
日
開
土
守
町
引
を
残
す

村
と
化
し
、

明

J

の
一
制
で
、
医
フ
拙
明
大
路
を
は
じ
め
と
す
ゐ
寺
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内
町
の
町
副
都
り
を
残
し
て
い
円
ま
い
c

〈
近
江
山
田
〉

葦
澄
川
の
河
口
仁
近

近
江
の
真
宗
門
徒
組
殺
の

中
心
と
走
っ
た
、
永
久
坊
の
寺
勿
が
存
在
し

い
北
山
田
に
、

第 2図

て
い
た
G

天
正

(
一
五
人
一
二
)
年
に

南
北
田
町
余

東
西
五
町
ム
ホ
の
世
一
れ
+
笹
川
市
戸
)
が

守
地
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
c

こ
の
地
に

他
宗
派
の
農
民
を
含
め
た
門
徒
が
等
、
ま
り

開
発
に
当
た
っ
た
が

寺
内
町
と
し
て
の

プ
ラ
ン
は
作
ら
れ
乏
か
っ

ι
ん
が

こ
の
地

に
真
宗
寺
院
の
支
配
制
度
を
示
す
一
守
山
田

土
寸
置

g
」
が
残
さ
れ
た
の
で
、

署
名
で
あ



。
向、d

〈
山
城
山
科
〉

蓮
如
が
北
陸
の
布
教
に
成
功
し
て
、
一
丹
び
畿
内
に
帰
っ
て

布
教
す
る
拠
点
と
し
て
選
ば
れ
、

文
明
一

O
(
一
四
七
八
)
年
よ
り
五
年
余
り

ゎ
=
一
口
寸
を
か
け
て

山
科
盆
地
の
中
央
に
宏
壮
士
寺
内
町
が
建
設
き
れ
た
。

4

裂
の
土
塁
し
♂
」
濠
に
西
宮
れ
方
八
町
と
称
さ
れ
て
い
る
。
山
科
に
開
制
す
る
一
白
地
図

現
在
h
u

発
?
?
・
登
由
時
し
」
叫
ト
~
比
し
て
、

し
?
な
口
問
一
軒
民
の
弘
間
対
に
よ
れ
之
、
知
県

2
図
の
よ
ち
を
認
』
復
、
で
作
P

わ
れ
や
三

J

一τ
私、二一ぃ、

山
む
!
一
志
一
お
土
寸

D
F
}
空
を
復
一
元

川
由
牛
、
に
T
二
子
・
諸
島
町
を
管
一
貫
¥

同
中
間
叫
に
均
{
呂
{
千
了
土
寸
務
所
へ
内
一
土
守
内
)

J
T
賢
一
全
一
、
川
外
側
に
一
口
出
寺
内
・
寺
内
入
町
を
配
置
し
た
。

2
E
で
は
附
J
J
T也

丸、

i
二
C
丸
、
川
一
一
一
の
大
・
誌
の
丸
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

山
れ
は
天
て
一
元
(
一
五
一
三
一
)
年
に
、

日
蓮
宗
徒
だ
ち
に
よ
っ
て

成
き
れ

て
は
、
、
犠
に
澗
M
L、
そ
わ
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
ム
子
、

内
部
の
町
一
劃
h
は
令

7
、失
J
有
国

、JI
L

、、命、
J

1
f
v
u
=
・

-
L
?
L
 
そ
の
土
塁
・
濠
に
密
ま
れ
た
形
警
は
平
地
に
繁
か
れ

4
-

域
ry
山口
J

形
一
世
ア
レ
」
軒
叫
ん
似
し
て
口
三
二

ま
き
に
中
心
と
ま
る
領
土
コ
J

真
宗
寺
院

」

j

v

-

(

て
代
p

h

L

古一の

λ

で
あ
る
わ

¥
得
、
宗
宮

E
V

蓮
如
J
J

ホ
u
t
F
べ
し
ム
」
徒

入
国
立
運
芸
を
住
職
と
し
て
教
一
つ
寺

ザ昭一一一二

L

甘
山
首
聞
に
EJ
を
位
張
!
』
て
一
行
っ
た
と
考
え
ム
れ
る
C

平
べ
文
一
元
(
一
一
立

J 

年
に
周
辺
円
弐
士
一
札
幌
か
お

天
文
五
年
に
一
丹
箆
令
さ
れ
て
い
る
。
一
向
山

十

h
L
F
J
ι
4

ド

ト
E

e

(

一

J

昨
炉
、
十
円
山
学
、
座

v

」
公
事
免
許
J
f
t
z
J
さ
れ

守

F
E
志
、
一
阿
佐
一
一
こ
日
け
ど
れ

L

し
工
、
む

チK

検

ご
玄
六
九
)
忽
内
し
一
郎
一
阪
会
通
同
一
口
に
よ
れ
ば
一

一一円{一一円一の

ト
ン

r
，/斗
J

L

L

品
川
ず
る
F

地
に
常
事
き
4
」
円

c

坊
主
の
僧
院
を
る
が
、

同
区
に
て

会
一
一
定
一
三
什
に
生
会
J
7
一
吟
粍
す

-u
一
種
。
{
九
九

tn
の
た
め
J

一11
4
一
寸
人
死
し
+
二
心
キ
」
以
っ

て
、
じ
山
内
一
隻
は
拍
ど
ト
円
札
の
可
し
↑
ι

札
に
広
三
心
せ
丹
一
と
ゑ
戸
一
て
、

応
刊
門
川
浩

士
十
ー
ペ
?
の
存
立
一
d

h

↑
た
ド
む
る
、

J
V
J

士
h

持
~
約
三
八
い
て
き

点
目
一
回
目
は
淀
川
を
践
む
段
正
末
端
に
立
地
し
、

西
国
街
道
の
支
道
で
あ
る
一
高
槻

街
道
に
沿
い
、

教
行
寺
、

玄
関
…
寺
左
ど
の
寺
院
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

方
格

状
の
町
劉
り
を
施
行
さ
れ
た
地
域
は
認
め
ら
れ
左
い
c

ヘ
摂
津
石
山
〉

(
一
四
九
六
)
年
蓮
如
に
よ
っ
て
坊
舎
が
建
設
ヨ

明
応
五

-rt 

山町
b
h
m
μ

焼
滅
さ
れ
た
の
ち
、

本
原
寺
は
石
山
へ
移
転
し
た
。
移
転
品
目
一
に
、

三
出
玄
民
主
~
は
、

払
い
~
ち
一
君
・
厚
相
日
間
d
J
T
~
有
し
、
+
一
寸
内
町
の
内
部
に
町
六
リ
怠
ち
汚

一
一
一
い
と
し
て
、

客
室
・
や
戸
、
、
ら
・
橋
・
塀
・
町
ロ
の
す
爪
戸
を
有
し
て
い
た
c

土古J
内

六
F
U
J

あ
る
凶
は
一

O
町
と
呼
ば
れ
、

山
科
と
類
似
し
た
域
塞
都
市
左
考
え
ム
ー
れ

乙
じ
玄
隠
土
寸
は
寺
内
町
の
年
貢
地
子
収
納
権
Jt
有
し
、
寺
内
町
の
何
時
済
活
髭
へ

の
一
俊
識
も
行
な
い

領
主
的
性
格
を
有
し
て
い
た
。

安
川
河
口
と
い
う
受
通
的
位
置
に
も
秀
れ
て
い
た
石
山
本
駁
寺
は
、

民
凧
白
倍
一
四

E

白
人
に
対
抗
し
て
一
尤
亀
元
(
一
五
四

O
)
年
よ
り
戦
い
を
開
始
す
る
c

全
国
的
士

一19-

窓
口
民
に
よ
っ
て
、

長
/
¥
叫
Ud

抗
関
係
は
粍
〈
が
、

(
一
五
八
(

U

)

生
信
長

天
正
八

天
満
へ
説
明
る
c

以
降
、
本
願
寺
は
領
主
計

明
川
内
H
U

品
川
一
拡
い
を
捨
て
、
寺
内
町
の
性
格
も
変
容
す
る
こ
と
と
在
る
。

に
一
思
し
て
、

志
願
寺
舎
明
け
渡
し
、

一
七
山
T

叫
綜
キ
の
院
は
現
在
の
本
丸
肱
町
会
的
る
い
は
そ
の
南
の
法
円
坂
と
伝
え

λ

れ
る
が
、

田
町
辺
は
ナ
、
き
/
¥
変
容
1
L
、
持

r
pーは

家
士
じ
の
十
一
日
、
城
建
設
に
よ
〔
て
、

全
/
、
消
失
し
、

そ
の
形
一
区
は
復
元
日
九
何
回
畿
で
あ
る
c

ヘ一
td
内
阜
パ
出
1

当
J
Y
v

文
明
七
(
一
四
七
五
)
乞
以
前
に

一
向
ウ
一
小
選
日
出
土

L

て
慈
眼
寺
が
存
在
し
て
い
宍
が
、

同
応
注
目
川
一
に
百
歪

蓮
如
に
よ
る
布
教
の
後
、

ヰ
マ

J
J

校
二
ム
J
J

さ
れ
た
。
実
丈
一
元
年
、
六
角
氏
に
よ
っ
て
、

十
八
津
の
近
松
阿
部
的
原
正

コ
d
J
J
R
九
牛
ハ
し
だ
の
で

そ
の
住
持
議
一
混
一
を
迎
え

百
証
奇
J

は
田
山
託
寺
と
口
町
J

寸司会

こ
y
?
と

土

門
J

4

一。

ζ

の
寺
内
町
建
設
に
あ
た
ア
て
、
由
回
出
去
の
枝
{
山
口
{
女
主
及
。

号
令
J
T
β
4
-
こ
と
J

か
ら
、

府
向
。
支
配
は
{
女
井
氏
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
c

久
宝
寺
，
に
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JAL吟
一
む
こ
と
か

A
t

寺
内
守
町
の
建
設
に
よ
っ
て

な
士
一
訂
(
一
た
i

一
平
町
二
え
れ
れ
て
〕
け
一
(
三
安
伴
氏
は
後
に
織
田
一
信
長
に
仕
え 城
下
デ
ゾ
宮
、
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し

そ
こ
に
異
正
寺
別
毘
を
建
設
し
そ
。
そ
の
際
、

山
田
芝
、
と
称
す
る
四
町
四
万
の
荒
紘
一
…
地
を
銭
百
貫
之
で
由
民

付
近
の
四
七
十
J

の
庄
屋

領
主
一
三
好
氏
よ

h
J

八
人
が
諸
片
山
一
一
事
を
免
除
さ
れ
て
開
発
に
あ
た
っ
犬
し
む
し
ろ
、
実
際
は
一
震
一
年
九
が

主
体
と
在
っ
て
建
設
し
、
名
白
的
に
真
宗
寺
院
を
招
い
た
と
き
口
わ
が
て
い
る
c

近
世
初
誌
に
は

町
内
に
は
多
数
の
商
人
・
手
工
業
者
が
居
住
し
て
、

川宮

中
心
ぶ
市
と
、
し
て
発
達
l
」て

U
る
c

周
辺
の

町
二
山
市
山
に

λ

る
如
ノ
¥

実
正
寺
を
同
心
に
h
e

い
て
、

時
野
正
扶
ん
と
し
た
方
格
汁
一
の

道
路
に
よ
う
て
区
画
さ
れ
て
い
る
c

寛
永
二
一
年
の
町
絵
毘
の
町
劃
と
一
致
し
、

R
，
へ
の
入
口
に
は
木
戸
門
が
置
か
れ
て
引
だ

ζ

と
が
知
ら
れ
る
c

町
の
わ
恥
や
は
め

忠
一
角
一
円
に
一
}
斗
同
形
JT}

な
し
、

EP吋
市
中
]

J

い
日
石
川
へ
一
匹
寸
る
日
以
丘
崖
一
、
空
穏
に
よ
「
て

町
広
一
三
F
一
患
を
4
干
し
て
い
る

c
E
J竺
詳
妊
に
み
れ
ば
道
路
の
十
日
人
t
t
z
r
に
一

t

ニ

r

L

1

T
「

晶

一

」

4
2
4

一

?
i

、，

正
一
口
汚
代
の
古
一
凶
に
よ
れ
ば
袋
に
よ
っ
て主主

定玉、

l-j -三時12E-vj-J~~~~一 一一ー←;
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炉
、
-
平
に
陪
ー
し
て

十
川
原
寺
た
川
任
。
米
攻
に
よ
っ
て

域
が
陥
ち
た
と
伝
え
ら
れ

、
い
い
心

北
尚
一
議
に
竺
出

tL~
ム
「
域
士
官
は
安
芥
氏
の
印
刷
館
泣
と
伝
え
る
。

へ々{一
E

与
は
顕
一
江
主
守
を
南
に
置
き
、

内
部
の
道
路
は
方
格
状
に
整
然
と
区
珂
さ

一
ぺ
三
一
巳
↑
一
一
円
二
七
山
戦
争
の
筏
の
建
設
で
あ
寸
心
J
J

恥U
一仁口げに~~一一
uh叫ん
J
d

一γ
、、~L一三一ニお
J
K

定
に
広
一
一
一
一
日
汗
さ
れ
た
え
，
A
口
に
は
、

九日↑一一

t
一
部
J
込

町

川

長

L

了
し
て
宍
十
一
九
一

V

て
い
日
号
P
L

方
形
ぷ
U

E
一
三
塚
こ
、

口
夜
も
十
白
山
一
↑
zd

¥一ご一口一

τ一一一
J

首

~~ . .，. 

「
一
五
一
二
六
、
)
主
一
義
三
一
手
一
刀
一
一
三
一
三
一
言
J

こ
人
J

J

富 tiJ 林(大阪府都市計~l~Hてよる)
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江
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i

に
な
竺
U

仇
さ
れ
た
一
間
以
山
一
ば
、

一一一山本体・
uu

4
-
7
1
J
一
十
町
川
、
}
一
二
一
ソ
ご
P

刊

F

t

R

W

舟

t
u
r舌

市

三

山

一

ふ

れ

h

j
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!

}

j
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メ

i
ト
九
の
く
円
一
一
這

ρ
o
u一
乙
士
宮
一
円
'
J
f

あわノ、

こ
れ
J
Z
F
{
?
?
誇
二
乞
に
一
易
一
議

隼
、
若
乃
去
、
警
と
、
一
と
べ
て
い

-c-
、

¥
湾
内
ナ
ヘ
ク
塚
い
γ

域
と
J
な
っ
て
い
た
が

一
定
長
の
一
枚
烹
衰
退
一
計
一
刀
結
果

芳三

様

石
川
を
閣
内
ん
で
富
田
林
の
対
岩
に
あ
る
c

根
来
衆
の
居

(
一
五
六
八
)

三
校
烹
煮
は
一
返
却

i
た
z

L

の
同
時

村
の
有
力
考
遠
に
よ
っ
て

茎
口
念
寺
を
建
立
し
た
ι

大

大
ク
塚
を
土
寸

内
と
寸
ゐ
こ
と
に
決
必

民
一
一
位
守
一
5
u
?申
込
招
い
て

《
「
吐
F

は
そ
万
一
寺
内
ニ

L
て

品
陽
町の

よ
い

e
L
-
p
c

"' .. 
k守

:
j
】
口

L

+

‘

ト
J

、ョ

{
イ
ム
K

P

L

Jァ
J
U
」

4

六
人
下
立
に
ホ
1
T
m
m
い
た
と

十
九
?
ず
な
は
石
川
、
行
y

ニ
梅
川
に
槻
ま
れ
だ
段
丘
一
回
に
あ
っ
て

「
い
勉
し
」
土
っ
て
い
目
ハ
-
c

J
F時
代
の
道
路
割
引

thu
ム
あ
る

f
-

へJ
4

陀一に

4
、

長
誌
4
1

リ
こ
ら
れ
J
J
今
一
交
え
た
士
宮
念
寺
の
一
区
に
俸
か
乍
ら

均
形
的
に
要
窓
口

額
ね
L
4
K
区
氏
が
あ
り

主主計一-人一一いい
d

自
J
t
+
P
H

了
・
正
、
「
一
了
し
」
呼
己
主

大
ム
ふ
ユ
コ
コ
一
白
μ
U
T
山
ゑ
~
・
斗
b

刊
の
了

内

V

4

4

1

~

 

北
一
也
・
十
町
一
日
付
二
〈
i

一
円
違
い
の
生
じ
た
一
東
西
の
通
り
で
あ
白
む
と
L宇

'

L

J
日

t句

、

F
i
t
v

大夕、1:;'(だ竜8J都市計忌
国による〆

?f'， 5伝

己こ二子
己「一
己;
LJ」L

〈
河
内
八
尾
〉

ご

六

O
六
)
年

顕
証
中
立
つ
の
下
代
と

L
て
久
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慶
長

八尾(大阪府都市E十護i図による J$， 6図

一
七
名
の
一
白
姓
が
徳
川
家
傍

宝
寺
町
を
支
配
し
て
い
た
安
井
氏
に
反
対
し
て

げ
い
て
許
え
、

長
瀬
川
の
対
ぜ
の
荒
益
地
へ
の
移
住
を
認
め
ら
れ
穴
じ
そ
し
て
、

房、

が
↑
忠
商
に
分
か
れ
、

久
宝
寺
は
西
本
願
寺
派
と
左
っ
た
た
め
.

志
願
寺
別
院
・
大
信
土
寸
を
中
心
に
八
尾
寺
内
町
を
形
成
し
た
ι

同
時
に
本
願
寺

慈
阿
仙
寺
の
令
p
r

円以
r

も
八
尾
へ
移
住
し
て
、

懇
駁
ー
一
寺
を
建
設
し
ゃ
ん
。

夕、

王寺 八
を尾
しは
わ長

海
ffiJ Ili 
と VJ

士寸;
〆選
ナこと1)(:

一一百九」zeF4~ム~抗、

在
変

FJ
と
し
て
B+-
穫
し
、

内
芯
に
整
作
t

と
I
4
一フ一
-U-

「
骨
一
深
川
の
{
u
u
m
堤
防
の
更
に
立
給
し
た
八
一
宮
町
は
.

方
形
を
左

L
、

周
囲
の
壕
・
土
塁
に
ょ
う
て
区
函
さ
れ
て
い
念
い
ι

そ
の
範
囲
は
宜
季
、
釈
に
近
い

品
れ
の
道
路
が
作
ら
れ
て
い
る
。
町
絵
図

K
よ
お
ば
、

〈
和
泉
貝
塚

V

-L
仁
年
間
蓮
如
に
よ
っ
て
布
教
が
行
左
わ
れ
た
と
当
初
民

ん
ま
一
二
六
軒
と
鹿
市
今
一
の
小
き
念
集
落
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
乙
以
後
摂
烹
士
J
J
U
今一



配
下
に
あ
っ
た
が
、

十
六
文
一
回

(
一
五
四
国
)
年
に
右
京
坊
(
ト
半
斉
了
珍
)
を

(
一
五
七

一
向
宗
道
場

K
迎
え
て
、
寺
内
町
の
建
設
が
行
左
わ
れ
た
。
天
正
八

七
)
年
に
は
、
綾
田
信
長
の
根
来
攻
め
に
よ
っ
て
町
は
焼
失
す
る
が
、

秀
吉
・
家
康

K
よ
っ
て
寺
内
町
と
し
て
公
認

翌
年
商

人
の
尽
力

K
よ
っ
て
再
興
さ
れ
、

町
の
中
央
を
南
北

K
紀
州
街
道
(
国
道
必
号
線
)
が
走
h
J
、

そ
の
両
端
を
河

川
シ
よ
び
療
に
よ
っ
て
区
切
り
、
周
囲
を
濠
・
竹
厳
に
よ
っ
て
函
み
防
禦
に
備

え
て
い
刷
。
内
部
の
道
路
は
絵
図
と
異
在
っ
て
意
外
に
不
規
制
別
で
あ
り
、
際
-
泉

あ
た
り
、

商
家
の
多
い
地
区
で
あ
る
が
、

土
寸
よ
り
東
は
特

K
不
規
別
で
あ
る
。
紀
州
街
道
よ
り
西
は
段
丘
崖
下
の
低
地
に

西
半
分
は
比
較
的
規
則
的
な
町
鋭
的
ノ

貝塚(貝塚市都市計直図による)

が
認
め
ら
れ
る
。

第 7図

。

さ
れ
た
。
願
泉
寺
住
職
ト
半
氏
は
、
寺
内
町
の
領
主
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、

哨
1」
司

町
の
支
配
・
地
子
銭
収
納
権
も
も
っ
て
い
却
。

八
大
和
今
井
〉

大
和
軍

天
文
二
(

五
三
一
ニ

V
年
今
井
兵
部
が
、

記
に
よ
れ
ば
、

と
の
地
に
一
向
宗
の
道
場
を

築
き
、

地
子
免
除
等
の
特
権

今井(橿原市都市計麗図による)

を
得
て
商
人
を
集
め
、

周
囲

-22-

に
療
を
築
い
て
方
四
町
の
町

割
与
を
行
走
っ
た
と
伝
え
る
。

し
か
し
、
今
井
町
史
は
、
ム
「

井
の
環
濠
は
、
一
幻
山
本
願
寺

が
信
長
に
対
抗
し
て

門
徒

K
武
装
ほ
う
起
を
命
じ
た
一
花

亀
元
(
一
五
七

O
)
年
あ
る

第 8図

い
は
天
正
一
冗
(
一
五
七
三
)

年
頃
に
拡
幅
・
教
完
備
さ
れ
た

も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
今

井
は
天
正
三
年
信
長
に
降
伏

し
、
以
後
秀
吉
に
よ
っ
て
も



考寺
カ:内
手写 町
契空
交 ナア
」続
れ 4

n:12記長
。ざ

れ

て
ラモ
正

一
年
氏
、

本
願
寺
よ
り
僧
を
招
い
て
、

称
念

今
井
は
、

周
濠
に
よ
っ
て
、

内
部
は
方
格
状
の
道
路

ほ
ぽ
長
方
形
を
左
し
、

に
よ
っ
て
区
画
き
れ
て
い
る
。
詳
細
に
み
る
と
、

東
・
否
・
南
・
北
の
町
ー
と
東

に
添
加
さ
れ
た
今
町
・
新
町
に
よ
っ
て
樟
認
さ
れ
、

二
種
の
道
路
説
ー
が
認
め
ら

れ
る
。
西
部
の
四
町
は
、
療
に
沿
っ
売
北
山
崎
と
南
端
の
地
区
を
除
け
ば
五
本
の

道
路
に
よ
F
J

て
四
つ
に
区
切
ら
れ
、

十
時
北
に
完
全
に
結
ん
で
い
る
五
本
の
道
路

に
よ
っ
て
烹
西
も
四
つ
に
区
切
ム
れ
て
い
る
G

大
和
室
記
の
方
辺
町
は
こ
の
品
川

区
一
を
揺
す
と
思
わ
れ
る
。
町
の
拡
充
あ
る
い
は
再
建
を
行
老
町
過
程
ア
、

新
町

ム
「
町
を
含
み
、

そ
れ
を

mm
む
関
連
が
完
成
し
宍
土
田
心
和
れ
る
c

し
か
し
田
町
一
換
の

完
成
期
は
そ
正

一
定
を
下
ム
な
い
。

へ
紀
傍
続
坊

V

一
両
川
河
口
の
荒
議
日
地
を
寄
進
し
4
~

。
諸
役
免
除
《
地
で
あ
っ
た
ふ
た
め
、

文
様
四

へ
一
五
九
五
)
隼
誠
氏
野
家
の
家

E
K
ょ
う
て
、周

辺
よ

御坊(御坊市者二7日十亙図
による)

第 9図

り
商
人
μ

古
川
集
ま
り
、

C
J
 

4
寸
内
町
と
し
却
。

方
格
決
の
道
路
割
は
認
め
ら
れ
左
仰
が
、
十
明
北
に
直
線
状
の
道
路
が
あ
っ
て
、

不
十
分
を
都
市
計
画
で
終
わ
っ
た
こ
と
を
患
わ
ぜ
る
。

二
、
寺
内
町
の
形
態
的
特
色

百
建
設
期

真
宗
本
一
殿
上
守
派
の
蓮
如
に
よ
っ
て
建
設
き
れ
、

そ
の
継
承
考
達

に
よ
っ
て
発
達
し
売
寺
内
町
は
、
，
北
山
崎
了
畿
内
を
中
心
に
建
設
き
れ
た
。
寺
内

町
の
整
備
は
、

寺
院
の
建
立
と
異
な
勺
て
明
確
念
資
似
を
欠
〈
乙
と
古
川

Q71、

正
確
な
建
設
時
期
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
も
の
が
多
い
。

前
節
で
述
ぺ
た
寺
内
町
の
建
設
期
及
川
ゾ
再
建
期
守
二
覧
表
に
す
る
と
、

次
の

と
と
が
明
ら
か
と
在
る
。
土
寸
内
釘
は
一
五
世
吃
後
半
よ
り
湾
設
さ
れ
一
泊
め
る
c

B
 

第
一
一
の
建
設
号
坊
は
、

内，、
-':;J -

山
U
U

が
焼
失
し
て
、
石
山
へ
本
軒
町
土
事
J

の
稀
転

L
宍
一
五

三
ハ
ソ
年
代
に
み
ら
れ
る
。
第
三
の
建
設
時
期
は
石
山
本
一
叡
寺
が
、
信
長
の
カ
に

降
伏
し
て
、

大
阪
の
地
を
去
る
一
五
八

O
佐
代
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
前
伎
は
、

同
時
三
札
、

第
二
期

K
作
ら
れ
烹
各
地
の
寺
内
町
が
、

戦
国
ナ
一
名
の
力
花
町
mur

れ
て

法
第
一
き
れ
、

そ
の
再
建
に
当
た
っ
ム
九
時
期
で
も
あ
る
c

従
っ
て
、

一
一
二
台
ん
一
」
ヰ

に
作
ム
れ
た
と
伝
え
る
井
淳
一
は
、

一
六
品
川
一
吃
後
半
に
建
設
ぎ
れ
た
と
日
九
時
叫
す
の

f
j
z

遇
切
と
思
わ
れ
る
。
遅
れ
て
造
営
さ
れ
4
ん
寺
内
町
に
御
坊
・
八
一
段
』
J
H

挙
げ
ら

れ
る
c

秀
吉
に
敷
地
を
与
え
ら
れ
夫
移
津
一
「
六
議
(
一
五
八
六
)
、
京
都
の
百
本

応
寺
(
一
玄
九
一
)
‘

家
F

一
本
駁
寺
{
一
六
(
ゴ
一
)
は
、

城
下
町
十
八
阪
あ
る
い
は

京
都
の
敏
明
栄
策
?
と
し
て
恥
か
れ
、

独
自
の
寺
内
町
と
は
既
に
言
え
左
い
。

回
取
も
早
ノ
¥
建
設
さ
れ
た
近
世
的
を
城
下
町
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

姫
路
城
(
一
五
八
わ
心
、

長
浜
叫
明

竺
五
七
四
)
、
安
土
挟

(
一
五
七
六
)
、

大
阪
域

(
一
五
八
三
)

二
五
八
五
)

江
戸
城
(
一
五
九
ヘ
ハ
一
)

近
江
八
幡
城



京
お
の
改
造
・
師
同
土
居
建
設

(
一
五
九

C
)

伏
問
冗
域

(
一
五
九
一
二
)
が
あ
る
。

一
六
位
れ
た
の
後
半
か
ら
一
七
世
紀
の
伊
半
に
か
け
て

園
内
の
片
付
山
一
と
共
に
建

設

き

れ

そ
の
規
模
も
さ
J

内
町
，
L
L
比
品
昨
日
に
走
ら
ぬ
程
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
〈

城
郭
・
侍
屋
駅
・
町
屋
・
寺
町
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ

は
、
山
挫
の
域
館
・
市
場
・
門
前
町
が
集
約
さ
れ
て
完
成
し
却
町
と
考
え
れ
ば

る
じ
近
世
城
下
町
は
、

+
寸
内
町
は
そ
の
宗
教
的
機
能
の
一
回
司

城
下
町
に
先
行
し
て
い
る
。
寺
内
町
は

九
町
工
業
者
が
多
く
集
住

L
て
J
v
hノ、

経
一
間
的
左
要
素
で
も
先
行
し
て
円
る
と
言

え
よ
p

ワ
c

ζ

こ
で
同
一
円
、

機
能
的
念
一
回
で
を
く
、

都
市
の
形
穫
に
h
F

い
て
、

zu，
t
台

に
関
連
が
あ
る
か
否
か
検
討
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

一吐、辺
u
m
区
一
段

寺
内
dpe
つ
h
F
V

党
的
批
判

J
E
と
し
て
、
方
格
状
の
道
路
が
ま
ず
挙

げ
ム
J

点
目
心
C

前
掲
の
都
市
計
十
此
匹

L
¥
近
世
に
作
成
さ
れ
た
古
川
町
ι
一
凶
・
地
名
に

ト

品

つ

r
L

町
引
リ
都
〕
毘
を
比
定
し

そ
の
内
部
。
道
路
の
形
を
険
討
し
た
。
道
路

町
五
一
行
し

か
つ
ま
交
し
て
い
る
町
は
、

第

1

表
に
λ

る
郊
〈
土
足
代
に
川
y
-
4
3

く、

一
一
一
】
令
一
に
存
在
ナ
る
~
引
は
同
一
一
例
つ
，
み
で
去
る
。

貯
の
中
心
志
あ
る
い
は
一
誌
の
み

に
ち
~
信
状
の
一
道
路
が
存
在
し
て
い
る
町
も
五
何
あ
り
一
、

全
〈
認
め
ら
れ
乏
い
町

も
図
利
J

め
ゐ
。

町
別
配
の
認
め
ら
れ
な
い
山
科
の
場
合

こ
の
丸
に
当
一
る
窒
紡
山

一
料
工
山
崎
一
応
泡
の
発
掘
調
を
に
よ
ー
い
て
も
、

開
明
夜
な
道
路
跡
は
認
め
ら
れ
て
日
左

l~， 

C J

技
織
を
例
外
と
し
て
、

北
経
に
は
方
格
状
の
道
路
割
は
作
ら
れ
ず
、

方
形
・

原
一
↑
療
の
方
格
状
の
道
路
を
心
得
士
hhd

町
は
、

畿
内
に
限
定
さ
れ
る
c

山
科
7

本
願
寺

が
持
】
矢
i
L
4「

~r伎
に

品
開
苧
的
念
寺
内
一
町
内
は

形
能
]
的
に
整
っ
た
と
患
が
れ
る
Q

九
γ

寺
内
町
に
一
定
め
ム
ム
ド
一
心
送
路
間
一
同
J
M

へ
前
払
一
市
-
一
一
史
的
芭
に
よ
勺
て
一
計
抗
し
て
み

ロ
ミ
二
円
一
倍
。
午

pdhい
し
ん
に
一
応
」
、

h

ち
樗
土
問
戸
、
f
f
'
め
る
、

宏一

2
表
の
一
如
く

影
h

)

仲
町
工
(
℃
い
る
久
宝
寺
は

十
忌
二
尚
一
恥
U

か

二
九
間
と
そ
の
倍
数
で
片
付
十
一
さ
れ

寺内8Tの建設期及びフラン

!l)，万ちt"jためFiili，ιC} 宜寺院のA ⑧ 建 長聖 期

三J rti IilJ 1 5世紀 1 6世紀前半 6世紀後半 1 7世紀

井 波 -xl 581 無

主主 端 15710--15R2 ;: 中心部のみ 27，1 ~ 

古 府 l~JB@ ~ ， 無 e

でζとコ 崎 14 71(c::;→X 1479 無

dJ 沼 → 1583.0 / 
tlJ 科 1478CQ) こX1532 無 ( 181) 

宮 回 ......1.(750ー--153ZxCJJ536 ごく一部有

石 山 1496(C)=今 (91532 ">x1580 / 
久宝王寺 14750一一--~) 1532=ニ訣 X1 57 7 ;: 有 9，6 

宮巴林 1558 <Q; ， 有 5，6 

大ケ塚 一，..1 568 ，、， 中心部れみ 11.1 

f、 尾 1606 一一ーゥ 有 1 2.5 

員 塚 1468() F 1544 CQ司 X1577 1580=会ぁ 翌年 有 1 1.3 

今 弁 1533合=令。 1570 ::: 平吉 6，5 15駅3

事由 坊 1595(g，' :: ・ 苦E 有 4.2 

第 1表

。合寺内町ロコ建設 x 消失・破壊

一一ー寺内ffiJが不明なιの

-24 -

。真宗寺院の鐙設

こ τ寺内町の然続



..JL一一一邑
29.4間・ 2.48.9関・ 3

22褐.39関・ 2.44.4関・ 2• (30.6関〉

29関・ 2.45.6間.53関.(30関〉

25悶.31関・ 2.39関.44.4関.53.2関，
( 25.5間)( 33.3関)

26隠.69.4関， 80.6関

27.8関・ 3.33.3関.(25関}

27.8関ー 3.50関・ 1

42関.47問.55.6関

直直

方格状道路の間隔

南北総

18百万2.2悶， 25鵠， 26.7題， 27.8隠.30.6隠
20関， 22関・ 6

30間・ 5.39間・ 2.( 32間)( 39関)

24.3鴎-3 (36関・ 2)(50関)

第 2表

寺
林
尾

宝
田

人
宮
八

1キ

章第

塚
是正 1444関， 55.6隠・ 3
坊 142関.50関.66.7閣

)は部分的.{をに添加きれた道路

14.4関 t 27.8関.39椅
ケ

今

域

大

員

御

一

て
い
る
が
、

南
北
一
隠
は
全
て
異
名
la

っ
た

間
隔
と
な
り
、
富
田
林
も
南
北
幅
は
、

二
二
間
で
一
定
し
て
い
る
が
、
東
西
幅

は
三
種
類
が
あ
る
。
八
尾
・
今
井
も
、

道
路
間
隔
は
さ
ら
に
多
様
L
」
在
っ
て
い

る
。
町
の
一
部
分

K
認
め
ら
れ
る
他
の

寺
内
町
も
、

な
宇
様
な
道
路
間
隔
を
採
っ

て
い
a

匂
。

そ
の
道
路
間
隔
に
共
通
し
て
い
る
も

の
を
探
す
と
、

ニ
二
間
及
び
そ
の
倍
叡

例

二
五
問
及
び
そ
の
倍
数
が
一
一
一
例
、

二
八
間
及
び
そ
の
倍
数
が
四
例
認
め
ム
d

れ
る
e

全
て
の
寺
内
町
に
#
、
完
全
道
路

間
隔
は
存
在
し
J

な
い
が

格
互
に
共
有

L
て
い
る
道
路
間
高
の
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
ゐ
。

を
寺
院
と
可
の
関
係

寺
内
町
内
部

に
シ
け
る
真
宗
寺
院
の
古
代
翫
り
を
知
る

手
が
か
り
と
し
て
、

寺
院
の
象
地
と
が

寺
内
町
に
占
め
る
割
合
を
み
る
と

き
ま
差
異
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
υ

最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
る
の
は
、
町

の
1
4
を
占
め
て
い
る
紋
越
で
る

b
、
最

も
小
さ
い
も
の
は
統
封
。
囚
¢
で
あ
る

(第
1
表
C
参
照
)
。

一
割
前
後
を
占
め
る
町
が
、
大
ク
塚
・
八
尾
・
貝
塚
で

五
係
前
後
を
占
め
る
町
も
多
い
。
富
田
林
の
興
正
寺
の
場
合
、

そ
の
敷

あ
り
、

地
は
、

町
建
設
の
担
い
手
で
あ
っ
た
八
人
衆
の
一
人
、
杉
山
氏
の
敷
地
と
同
一
回

町
内
部

K
L
U
け
る
比
重
が
い
か

K
下
が
っ
て
い
る
か
知
ら
れ
る
。

積
で
あ
り
、

t
A
F

考
に
あ
げ
た
山
科
は
、

本
丸
の
西
半
分
の
み
で
あ
り
、
内
寺
内
と
称
き
れ
る

本
丸
の
東
半
分
を
含
め
れ
ば
%
近
く

K
達
し
て
い
る
。

町
の
経
営
は
、
住
民
の
自
治
が
か
な
り
認
め
ら
れ
、
町
の
建
設
に
力
を
尽
し

た
有
力
者
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
久
宝
寺
で
は
安
井
氏
、
今
井
で
は

八
日
町
で
は
一
七
人
衆
、

貝
塚
で
は
三
六
人
衆

今
井
氏
、

富
田
林
で
は
八
人
卑
然
、

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

王寺内!!!Jの類型

|事

出生占E
i吉崎.dJ科

久宝寺，富回林，八尾，今井

成端，富田，大ケ家，員塚，衛問

伊l

大

第 3J畏

結
び
に
か
え
て

- 25-

町
の
形
態
か
ら
み
れ
ば

土
寸
内
町
は
方
岬
時
計
い
の
F
I
J

割
り
の
存
在
し
在
い
も
の
と
、
碁
盤
目
裂
の
町
包
h
J

の
認
め
ら
れ
る
町
と
二
つ
に
分
輯
制
さ
れ
る
c

柏
町
事
告
に

は
、
寺
の
門
前
町
の
形
態
を
採
っ
た
も
の
ん

語華

土
塁
に
よ
っ
て
防
禦
を
中
心
に
考
え
ら
れ
た
士
口
同
町

山
副
作
が
あ
る
。
後
者
は

山
科
本
願
寺
が
焼
失
し
て

本
願
寺
が
石
山
へ
移
転
し
て
以
後
建
設
さ
れ
て
い
-
c
c

崎
明
鵡
・
御
坊
を
例
外
と
し
て

全
て
畿
内
に
限
定
さ

れ
て
む
り

各
々
地
方
の
中
心
的
商
工
業
第
十
巾
と
し

て
発
展
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

環
濠
・
方
形
・
ち
格

状
の
道
路
部
の
寺
内
町
は
、
一
五
三

0
年
代
以
降
F
U

建
訟
で
、
前
者
と
は
陀
列
と
考
え
ら
れ
な
い
。



後
者
の
寺
内
町
は
、
そ
の
形
態
を
環
濠
集
落
を
範
と
し
て
作
ら
れ
た
と
推
定

ぎ
れ
て
い
る
が
、
内
部
の
道
路
の
形
態
は
、
迷
路
状
と
、
基
盤
自
状
と
大
き
〈

異
な
っ
て
い
る
。
農
業
集
落
を
濠
で
囲
ん
だ
環
海
集
落
と
、

司
工
業
者
の
居
住

す
る
寺
門
町
は
機
能
的
に
も
異
在
っ
て
い
る
。
中
世
末
迄
に
各
地
に
発
生
し
た

一
定
の
地
域
に
計
画
的
に
配
置
し
た
も
の
が
、
寺
内
町
の
都
市
計

十
市
場
町
を
、

一酌

L
」い

4Aγ
心
。

碁
盤
白
状
の
都
市
計
画
は
、

当
時
の
日
本
に
な
い
て
は
京
都
・
奈
良
に
の
み

と
り
わ
け
京
都
は
「
洛
中
洛
外
国
」
に
よ
っ
て
各
地

で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
従
っ
て
京
都
の
碁
錠
自
型
土
地
劃
が
直
接
各
地
の
土
守

日
九
ら
い
れ
る
も
の
で
あ
り
、

内
向
の
プ
ラ
ン
と
左
ヲ
4
ん
の
か
、
堺
・
平
田
町
郷
の
自
由
都
市
の
チ
ラ
ン
と
し
て
、

高
へ
還
に
よ
ヲ
て
寺
内
町
へ
広
め
ら
れ
4
ん
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
近
世
波
下
町
の
プ
ラ
ン
と
の
関
係
は
、

城
下
町
の
町
ロ
底
地
区
に
つ
い
て

の
み
、

共
通
左
特
質
が
認
め
ら
れ
よ
う
c

近
江
八
憾
・
大
阪
十
十
八
潜
在
ど
へ
吸
収

ぎ
れ
た
真
宗
寺
院
は
、

方
格
地
割
を
も
っ
町
震
の
一
部
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
て

い
る
G

城
下
町
d

全
体
と
し
て
は
、

よ
り
多
様
念
要
素
を
吸
収
し
た
も
の
で
あ
る
。

法

山
藤
田
川
謙
二
郎
「
寺
内
町
の
性
格
」
人
文
地
理
一
号

昭
和
二
二
年

出
牧
師
人
信
之
助
「
中
世
末
に
h
F

け
る
寺
内
町
の
発
達
」
史
学
雑
誌
四
一
巻
一

O

口
~， 
J 

昭
和
五
年

間
前
掲
注
川

山
川
町
駅
田
修
「
土
守
内
町
の
檀
造
と
展
開
閉
」
史
林
田
一
来
日
一
号
、
昭
和
三
一
二
年

四
山
中
部
よ
し
子
『
近
世
彰
十
め
の
成
内
、

昭
和
田
二
年

日
本
放
送
出
版
会

川
町
一
四
川
幸
治
『
日
本
都
市
史
研
究
』
七
一

1
一
六
五
百
円
、

昭
和
四
七
年

間

前

掲

迂

間

一

八

O
頁

附
件
付
波
絵
図
、
宝
暦
一
一
年
(
一
七
六
一
)
、
井
波
町
立
図
書
館
蔵

出
前
掲
注
附
一
回
二
頁

開
校
錦
絵
図
享
保
一
一
年
(
一
七
二
六
〉
、
城
端
町
立
図
書
館
蔵

U
坂
井
誠
一
「
域
総
絵
図
解
説
つ
西
川
・
原
回
一
緑
『
臼
本
の
市
街
古
図
・
東

日
本
総
』
所
収
、
講
談
社
、
昭
和
国
八
年

口

前

掲

注

附

八

三

1
九

O
頁

日
『
福
井
県
史
掻
勝
地
調
交
報
告
書
』
第
2
m州

大

正

九

年

M
前

掲

註

同

一

八

四

i
ム
ハ
頁

四
件
叶
口
尚
一
鞠
「
中
世
滅
的
和
初
藍

P
山
科
本
願
寺
乙
『
日
本
歴
史
』
二
六
五
号

昭
和
田
五
年

間
前
掲
注
町
一
八
一

1
二
頁

目
前
揺
さ
附
一
一
一
二

1
一
四

O
頁

同
沢
井
性
的
三
「
寺
内
町
の
形
成
と
そ
の
性
格

i
久
宝
寺
と
八
尾
」
務
問
謙
二

郎
編
『
畿
内
歴
史
地
理
研
究
』
一
所
収
、
日
本
科
学
社
昭
和
三
三
年

時
前
掲
注
凶

間
野
村
曲
笈
「
十
ヘ
雅
塚
由
来
記
」
『
河
内
石
川
村
学
術
調
査
報
告
』
所
収
、
昭
和
二
五
年

目
前
掲
注
凶

の
『
貝
塚
市
更
』
第
一
巻
昭
和
三

O
年

目
貝
塚
町
絵
図
・
度
安
一
冗
』
叫
ん
i

(

一
六
回
八
)
、
願
泉
寺
蔵

凶
『
ム
寸
ハ
立
町
中
一
』
昭
和
三
二
年

四
『
紀
伊
続
風
土
記
』
第
二
巻

四
鳥
羽
正
雄
「
中
山
吉
末
期
の
開
南
東
ピ
シ
け
る
都
市
の
発
生
一
都
市
地
理
研
究

所
収
、
昭
勾
回
片
手
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